
 
大分県エネルギー産業企業会 

 

令和７年度総会 議案書 

 

 

 

 

 

 

令和７年７月２日（水） 



第１号議案 

役員の改選について（案） 

 

 規約第４条第２項の規定により、役員を改選する。 

 

 

１ 副会長 

 【旧】 

氏 名 企業・団体名 役 職 備考 

中村 直樹 九州電力（株）大分支店 執行役員支店長  

利光 秀方 大分県 商工観光労働部長  

 

 【新】 

氏 名 企業・団体名 役 職 備考 

本田 勝也 九州電力（株）大分支店 執行役員支店長  

小田切 未来 大分県 商工観光労働部長  

 

２ 監事 

【旧】 

氏 名 企業・団体名 役 職 備考 

阿南 裕輔 （株）大分銀行 法人営業支援部長  

 

 【新】 

氏 名 企業・団体名 役 職 備考 

阿部 修 （株）大分銀行 法人営業支援部長  
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改選後の顧問・役員名簿 

 

【顧問】 

役職 氏名 企業名等 役職 備考 

顧問 

佐藤 樹一郎 大分県 知事  

村上 憲郎 (株)村上憲郎事務所 代表取締役  

佐藤 廣士 （株）神戸製鋼所 顧問  

 

【役員】 

役職 氏名 企業名等 役職 備考 

会長 髙橋 祐二 三浦工業(株) 相談役  

  

 

副会長 

石井 源太 (株)デンケン 代表取締役社長  

本田 勝也 九州電力(株)大分支店 執行役員支店長 新任 

小林 祐司 大分大学 理工学部長  

坪井 泰士 大分工業高等専門学校 校長  

小田切 未来 大分県 商工観光労働部長 新任 

監事 
阿部 修 (株)大分銀行 法人営業支援部長 新任 

宮沢 哲 大分県産業科学技術センター センター長  
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第２号議案 

令和６年度事業実績及び収支決算について 

 

令和６年度事業実績 

 

１ 定時総会  

 ・令和６年６月２４日（月）にホテル日航大分オアシスタワーにおいて、定時

総会を開催し、令和５年度事業実績及び収支決算、令和６年度事業計画及び

収支予算を議決した。 

  また、三浦工業株式会社 相談役の髙橋 祐二氏から「ミウラとミライを見

に行こう！～ミウラは、熱ソムリエ。～」と題し、特別講演をいただいた。 

   開催日  令和６年６月２４日（月） 

   場 所  ホテル日航大分オアシスタワー ５階 孔雀の間（大分市） 

 （会員の状況） 

 ・会員の募集については、随時受付を行っている。 

令和７年３月３１日時点での会員の状況は以下のとおり。 

   会員数 ３０５ ※設立時１４６  

   （内訳：企業 ２７９、大学等 ６、行政機関 ２０） 

 

２ 企画運営委員会  

・定時総会に諮る議案を協議した。 

・令和６年度企業会事業の進捗管理及び県の関連施策の協議を実施した。 

・令和７年度以降の企業会事業の協議を実施し、暫定事業計画及び予算につい

て議決した。 

   

 （委員） 

永岡 壯三（大分石油株式会社 代表取締役社長） ※委員長 

安倍 孝次（大分瓦斯株式会社 取締役生産部長） 

川島 俊介 （九州電力株式会社大分支店 企画・総務部・地域共生グループ長） 

木原 倫文（いくつものかたち株式会社 代表取締役） 

髙木 伸好（江藤産業株式会社 専務取締役） 

寺下 満 （T-PLAN 株式会社 代表取締役） 

峰  信隆（柳井電機工業株式会社 執行役員） 

山野 建治（株式会社デンケン 常務取締役） 

  

 （委員会開催実績） 
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   第１回 令和６年 ６月１０日（月） 

   第２回 令和６年１０月１１日（金） 

   第３回 令和７年 ３月 ７日（金） 

 

３ エコエネルギーチャレンジ支援  

 ・会員企業のエネルギーに関するチャレンジングなビジネス展開を総合的に

支援した。 

・国の補助金や規制緩和要望、県外企業や大学・研究機関との連携などについ

て、事務局がサポートを行った。 

 ・大分県版水素サプライチェーンの構築に向けた実証等を実施した。 

事業名 委託先 実施内容 

燃料電池トラック導入実証

事業 

・東九州デイリー

フーヅ(株) 

・江藤産業(株) 

・県内における燃料電池トラッ

クの導入に向けた実証事業を

実施。 

・大分市と別府市を中心とした

食品ルート配送において、燃

料電池トラックの運用実証を

実施。 

水素利活用セミナー及び水

素エネルギー普及啓発イベ

ント開催事業 

ＪＲ九州エージェ

ンシー(株) 

・大分市内にて水素利活用セミ

ナー及び「おおいた水素博」

を開催した。 

・水素利活用セミナーでは、

（一社）水素バリューチェー

ン推進協議会、Commercial 

Japan Partnership 

Technologies(株)を講師に迎

え、事業者向けセミナーを開

催した。 

・「おおいた水素博」では、燃

料電池車両（ＦＣバス、ＦＣ

パッカー車、燃料電池フォー

クリフト等）の展示や水素調

理デモなどの普及啓発イベン

トを実施した。 
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・「エコエネルギーチャレンジ支援事業費補助金」の募集を行い、有識者によ

る審査委員会の審査結果を踏まえ、３事業に補助金の交付を決定した。 

 

  ●大分県エネルギー産業企業会エコエネルギーチャレンジ支援事業費補助金 

   対象分野：「水素」、「スマートコミュニティ・RE100」等 

  補 助 率：研究開発・人材育成事業費：２/３以内 
販路開拓事業費：１/２以内 

  

分野 事業主体 概要 

水素 株式会社ハイドロネクスト 

・メタン（都市ガス）改質ガスから

の水素精製を数か月単位で連続運

転を行うことで耐久性試験を行

い、水素ステーション実装を想定

した FCV 充填水素の国際規格基準

との適合性を検証した。 

水素 佐伯重工業株式会社 

・液化水素に替えてハンドリング

が比較的容易なアンモニアを水素

キャリアとして活用すること、専

用の高圧蓄圧機に替えて吸蔵合金

水素圧縮機を活用することによ

り、総合的にエネルギーロスが少

ない水素供給が可能なシステムの

研究を実施した。 

水素 株式会社トライテック 

・水素ガスは分子が小さく漏れや

すいことから、各種配管の継ぎ手

部は固定式が主流であるが、高炉

等へのガス供給を止めることなく

ノズルの向きを自在に変えること

のできる回転可能な継ぎ手の開発

を進めた。 

  

 

 

４ 分科会・ワーキンググループ  

 ・令和３年度に設置した「水素関連産業分科会」では、先進的な取組を行う企

業による講演や事例発表、現地視察等を実施した。 
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  分科会参加会員 ２６社（令和７年３月３１日時点） 

オブザーバーとして学識経験者、関連企業、行政が参加 

 開催日 会 議 内 容 

第 12 回 令和６年１０月４日 ・水素利活用セミナー 

第 13 回 令和６年１１月２１日 ・視察「パナソニック(株)草津工場 RE100 実

証施設 H2KIBOU-FIELD」 

第 14 回 令和７年１月２４日 ・講演 

（１）「燃料電池(FC)フォークリフトの取組」 

（(株)豊田自動織機） 

（２）「水素貯蔵合金による水素貯蔵につい

て」（FDK(株)） 

（３）「水素保安の取組について」 

（経済産業省） 

・県内における水素関連事業に関する取組 

状況 

 

 

パナソニック H2KIBOU-FIELD 視察  第 14 回水素関連産業分科会 

  

 ・同じく令和３年度に設置した「海外展開ワーキンググループ」では、県内企

業の事例共有や情報提供等を実施した。 

  ワーキンググループ参加会員 １０社（令和７年３月３１日時点） 

 開催日 会 議 内 容 

第４回 令和７年 ３月１７日 ・会員による海外展開事例共有 

（T-PLAN（株）） 

・「地方創生 SDGｓフェス in 大阪・関西万

博 2025」について 

・情報提供（各種セミナー案内） 
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５ 展示会への出展  

 ・会員企業の活動を広く全国に知ってもらい、販路開拓を強化するために、東

京都で開催された「スマートエネルギーＷｅｅｋ２０２５」に大分県エネル

ギー産業企業会として会員企業４社と共同出展した。 

   来場者数：69,308 人（前年 69,261 人） 

商談中４件、資料請求２件の成果が得られた。 

  日時：令和７年２月１９日（水）～令和７年２月２１日（金） 

  場所：東京ビッグサイト 

  ～出展企業～ 

  H2&FCEXPO：水素関連産業分科会、（株）ハイドロネクスト、佐伯重工業（株） 

脱炭素経営 EXPO:（株）デンケン、柳井電機工業（株） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ セミナーの開催  

・最新情報を提供することにより、県内事業者に対して、エネルギー産業へ

の取組意欲を高めてもらうことや、経済産業省が行っている事業者向け省

エネ補助金を積極的に活用してもらうことを目的に、各種セミナーを開催

した。 

開催日・テーマ 内容・講師 

令和６年１０月１７日 

GX 推進セミナー 

「水素を取り巻く最新の動

向について」 

 

・大分県が「ものづくり県」としての優位性を維持

し、持続的に発展し続けるためのGX推進に向けた機運

の醸成に向け産学官の先進的な研究や取組事例につい

て紹介した。 

会場：レンブラントホテル大分 二豊の間 

参加者数：５２人 

講師：東京大学先端科学技術研究センター 

   所長 杉山 正和 氏 

スマートエネルギーWeek2025 の様子 

-7-



 
 

各社における水素の取組紹介 

 発表社 ENEOS 株式会社  

     川崎重工業株式会社 

令和７年２月２７日 

省エネ補助金活用セミナー 

・省エネの進め方、省エネ技術、省エネ最適化診断及

び診断事例の紹介やカーボンニュートラルの最新動

向、省エネに活用可能な補助金メニューの説明等を実

施した。また、セミナー後には個別相談会も実施し

た。 

会場：J:COMホルトホール大分 ２０１会議室 

（WEB配信併用） 

参加者数：３８人（うちWEB１７人） 

講師：一般財団法人省エネルギーセンター 

 事務局次長 小野 雅彦 氏 

（株）アーストーンコンサルティング 

代表取締役 鍬田 隆史 氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

R6.10.17 GX 推進セミナーの様子 
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７ その他  

・新エネコーディネーター及び省エネコーディネーターを企業会内に配置し、

新エネ・省エネに関する相談や情報提供を行った。 

 活動事業者（団体名等） 活動内容 

新エネコーデ

ィネーター 

地熱ワールド工業(株) 

いくつものかたち（株） 

(株)マツヲ３企画 

湯けむり発電に関する視察受入対応、

小水力、再エネ導入に向けた相談対応

等を行った。（Ｒ６実績：７件） 

省エネコーデ

ィネーター 

ＮＰＯ法人大分県地球温暖化

対策協会ＯＢ 

機械製造工場、食品加工場、ホテル・

旅館などを訪問し、省エネ投資に関す

る情報提供や国の省エネ補助金の紹

介等を行った。（Ｒ６実績：１２６件） 

 

・企業会ホームページや会員向けメールマガジンによる情報提供を行った。 

企業会ホーム 

ページ 

  会員一覧（各会員ホームページへリンク） 

  各種支援制度紹介 

  セミナー等のお知らせ など 

会員向けメール 

マガジン 

※適宜、配信 

  国・県の補助金情報 

  セミナーのお知らせ 

  その他、会員に有益と思われる情報 など 
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第３号議案 

令和７年度事業計画及び収支予算について 

 

令和７年度事業計画 

 

１ 基本的な方向性  

・２０５０年カーボンニュートラルに向けた変革の機会を、県内エネルギー関

連企業にとってのビジネスチャンスにつながるものと捉え、各種施策を企

画・実施する。 

・特に、カーボンニュートラルに必要不可欠なエネルギーとして位置づけられ

ている水素に関しては、水素関連産業分科会の取組をさらに活性化させる。 

・また、再生可能エネルギーに関しては、小水力発電や地熱利用など本県の潜

在的なポテンシャルを最大限に活かすため、県と連携して企業が投資しやす

い環境を整える。 

・併せて、会員企業によるエコエネルギーに関する新製品開発等のニーズに対

応するため、従来から行っている研究開発経費の一部補助を継続する。また、

セミナーや分科会を通じた企業間交流の促進、展示会への出展補助などを通

じた販路開拓支援も引き続き行う。 

 

２ エコエネルギーチャレンジ支援   

会員企業のエネルギーに関するチャレンジングなビジネス展開を総合的に

支援 

（１）エコエネルギーチャレンジ支援事業費補助金による支援 

・会員から、「新製品や部品の開発」、「試作品の実証試験」などの事業プラ

ンを募集  

・有識者による審査会を経て、採択された事業プランに対し、必要経費の一

部を助成 

   【補助率】研究開発・人材育成事業費：２/３以内 

販路開拓事業費：１/２以内 

      【補助上限額】 

① 「水素エネルギー開発枠」１，０００万円 

※廃棄物からの水素精製にかかる事業は１，５００万円 

② 「研究開発枠」     １，０００万円 

      ※廃棄物排出抑制や減少にかかる事業は１，５００万円 

     ③ 「普及実証枠」       ４００万円 
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※エコエネルギーの例：太陽光発電、太陽熱利用、風力発電、バイオマス熱利用、

バイオマス発電、小水力発電、地熱・温泉熱発電、天然ガスコジェネ、

電気自動車（EV）、水素、スマートコミュニティ等 

 

（２）分野別支援（全分野） 

・国の補助金や規制緩和要望、県外企業や大学・研究機関との連携などに 

 ついて、事務局がサポート 

 

３ 大分県版水素サプライチェーン構築実証事業  

・本県の豊富な再エネ等に着目した低炭素水素を製造し、貯蔵・運搬・利活用

までの一連の実証を実施する取組に対して補助  上限25,000千円×1件 

・水素利活用セミナー及び普及啓発イベントの開催 

 

４ 人材育成・会員交流の取組  

       （１）水素関連産業分科会 

         ・本県が有する水素ポテンシャルを活かし、県内における水素関連産業の育

成に向けた取組を進めるため、当分科会の活動を継続 

         ・水素利活用セミナー及び水素エネルギー普及啓発イベントを開催（大分市） 

・水素の利活用へ向け、国内の先進地視察を実施 

       （２）海外展開ワーキンググループ 

         ・脱炭素社会の実現を目指して世界的に再生可能エネルギーなどの環境技

術に対するニーズが高まっていることなどを受け、海外での販路開拓の可

能性を探るとともに、海外のエネルギー情勢等についての勉強会やセミナ

ーなどを実施 

（３）最新情報等に関するセミナーの開催 

  ・再生可能エネルギーや省エネルギー分野に係る最新技術や制度など、会員 

のニーズに沿ったテーマを設定し、専門家を招いたセミナーを開催 

・特に、企業における省エネは、カーボンニュートラルに向けたベースとな 

る取組であり、省エネ補助金活用セミナー（毎年大分市内で開催）に加え、 

省エネコーディネーターによる地域巡回型の個別支援を実施 

（４）商談交流会の実施 

  ・会員企業の製品サービスのＰＲや情報交換の場とするため、総会及びセミ

ナーの開催にあわせた商談交流会を実施 

 

５ 販路開拓・情報発信の取組   

（１）展示会出展への補助 

  ・会員企業がこれまでに開発した技術・製品の販路開拓に向けたエネルギー
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関連の展示会への出展を補助 

   【補助率】 

通常出展枠：１/２以内 

共同出展枠：３/４以内 

   【補助上限額】 

    通常出展枠：５０万円 

    共同出展枠：１５０万円 

    

（２）水素関連産業分科会 ※再掲 

（３）海外展開ワーキンググループ ※再掲 

（４）コーディネーターの配置 

  ・再生可能エネルギー分野においては、専門分野に応じた人員を配置し、導

入に向けた相談対応等を実施 

  ・省エネルギー分野においては、国の補助金を効率的に活用し、省エネに取

り組む県内企業を支援 

 

① 新エネコーディネーター 

業務内容 再生可能エネルギー設備（発電・熱利用）の導入に係る相談受付、現

地調査、事業性アドバイス、資金調達、各種法令手続のサポート 

配置人材 【地熱・温泉熱発電】   (株)マツヲ３企画から派遣 

【湯けむり発電システム】 地熱ワールド工業(株)から派遣 

【小水力】        いくつものかたち（株）から派遣 

② 省エネコーディネーター 

業務内容 補助、融資等の支援制度や省エネ設備に関する情報提供、支援制度

の利用手続のサポート、省エネ設備サプライヤーの斡旋等 

配置人材 NPO 法人大分県地球温暖化対策協会 OB 

（５）専用ホームページ 

  ・企業会の取組について情報発信 

（６）会員向けのメールマガジン 

・国、県等の支援施策情報をメールマガジンにより会員へ随時配信 

 

-14-



-15-



 
 

第４号議案 

規約の改正について（案） 

 

 大分県エネルギー産業企業会規約第１５条第１項第３号の規定により規約の改正を

行う。 

 

県の組織改正に伴うもの（第２７条・第１号様式・第２号様式） 

 規約中、新産業振興室を産業 GX 推進室に改める。 

 加えて、第１号様式及び第２号様式について、次世代エネルギー・医療機器産業班を

産業 GX 推進班に、メールアドレスを a14140@pref.oita.lg.jp から

a14340@pref.oita.lg.jp に改める。 

 

（組織図） 
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改正後大分県エネルギー産業企業会規約（案） 

 

第１章 総 則 

 

（名称） 

第１条 この会は、大分県エネルギー産業企業会（以下「企業会」という。）という。 

 

（目的） 

第２条 企業会は、県内のエネルギー関連企業の技術力、販売力の強化並びにエネルギービジネス

への新規参入の促進を図ることにより、エネルギー産業を大分県経済の新たな牽引産業に育成す

ることを目的とする。 

 

（事業） 

第３条 企業会は、前条の目的を達成するため、次の事業を行う。 

 一 エネルギー関連技術・製品の研究開発に関すること 

 二 エネルギー関連企業の人材育成や企業間の交流に関すること 

 三 エネルギー関連技術・製品の販路開拓や情報発信に関すること 

 四 前各号に掲げるもののほか、企業会の目的を達成するために必要な業務を行うこと 

 

第２章 役 員 

 

（役員及び定数） 

第４条 企業会に、次の役員を置く。 

 一 会 長 １人 

 二 副会長 ５人 

 三 監 事 ２人 

２ 役員は、総会において選任する。 

 

（役員の職務） 

第５条 会長は、企業会を代表し、業務を統括する。 

２ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき、又は会長が欠けたときは、予め会長が定め

た順序に従い、その職務を代行する。 

３ 監事は、少なくとも毎年１回、会計の監査を行い、その結果を総会に報告しなければならない。 

 

（任期） 

第６条 役員の任期は３年とする。ただし、再任を妨げない。 

２ 補欠役員の任期は、前項の規定にかかわらず、前任者の残任期間とする。 

３ 役員は、辞任した場合又は任期満了の場合においても、後任者が就任するまでは、その職務を

行わなければならない。 

 

（報酬） 

第７条 役員は、無報酬とする。 
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第３章 会員 

 

（会員） 

第８条 企業会の事業を円滑に行うため、企業会の目的に賛同する県内の産学官それぞれの法人、

団体又は個人を会員とすることができる。 

２ 前項に定めるもののほか、会員に関し必要な事項は、会長が別に定める。 

 

（入会）  

第９条 企業会の会員になろうとするものは、次の書類を会長に提出し、会長の承認を得なければ

ならない。 

 一 入会申込書（第１号様式） 

 二 その他会長が特に必要と認める書類  

２ 前項に定めるもののほか、会員に関し必要な事項は、会長が別に定める。  

 

（会費） 

第 10 条 会員は、別に定める会費を納入しなければならない。 

 

（退会） 

第 11 条 会員が企業会を退会しようとするときは、次の書類を提出しなければならない。 

 一 退会届 （第２号様式） 

２ 会員が次の各号のいずれかに該当するときは、退会したものとみなす。 

 一 法人又は団体が解散し、又は破産したとき。 

 二 会費を納入せず、督促後なお会費を 1年以上納入しないとき。 

 

第４章 総会 

 

（総会の種類） 

第 12 条 総会は、これを定時総会と臨時総会に分ける。 

 

（総会の開催及び招集） 

第 13 条 定時総会は、毎事業年度終了後３ヶ月以内に開催する。 

２ 臨時総会 は、次の事由により開催する。 

 一 会長が必要と認めたとき 

 二 会員の４分の１以上の請求があったとき 

３ 総会は、会長が招集する。 

 

（議長） 

第 14 条 総会の議長は、会長をもってあてる。 

 

（議決事項） 

第 15 条 総会においては、次に掲げる事項を議決する。 

 一 事業計画及び収支予算 

 二 事業報告及び収支決算 

 三 規約の変更 
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 四 解散及び残余財産の処分 

 五 その他会長が特に必要と認める事項 

 

（定足数及び議決） 

第 16 条 総会は、会員の過半数の出席により成立する。 

２ 議事は、出席会員の過半数をもって決し、賛否同数のときは、議長がこれを決する。ただし、

前条第４号に係る議事は、会員の４分の３以上の同意を得なければならない。 

３ 会員は、代理人をもって議決権を行使することができる。この場合、代理人は予め書面を議長

に提出しなければならない。 

 

第５章 企画運営委員会、専門部会及び審査会 

 

（企画運営委員会の設置） 

第 17 条 企業会の取り組むべき新たな課題等について企画・検討するとともに、企業会の円滑な運

営を行うため、企画運営委員会を置く。 

２ 企画運営委員は、会員又は会員に所属する者の中から会長が選任し、委嘱する。 

３ 企画運営委員会の委員長は、委員の互選により定める。 

４ 企画運営委員会は、次に掲げる事項を所掌する。 

 一 総会の議案の作成に関すること 

 二 総会が議決した事業計画及び収支予算に基づき、具体的な事業の実施に関すること 

 三 その他企業会の運営に関し必要なこと 

５ 企画運営委員会の組織及び運営に関し必要な事項は、会長が別に定める。 

 

（専門部会の設置） 

第 18 条 企画運営委員会の下に、事業の円滑な推進を図るため専門部会（以下「部会」という。）

を置く。 

２ 部会は、企画運営委員会から委任された事項を所掌し、所掌分野の事業の具体化について検討

を行う。 

３ 部会の委員は、会長が会員又は会員に所属する者及び学識経験者から選任し、委嘱する。 

４ 部会長は、会長が選任する。 

５ 部会の組織及び運営に関し必要な事項は、会長が別に定める。 

 

（審査会の設置） 

第19条 企業会において取り組むべき研究・開発等の事業の審査及び採択を行うため審査会を置く。 

２ 審査委員は、会長が会員又は会員に所属する者及び学識経験者等から選任し、委嘱する。 

３ 審査会の委員長は、会長が選任する。 

４ 審査会の組織及び運営に関し必要な事項は、会長が別に定める。 

 

第６章 顧問、協賛会員 

 

（委嘱） 

第 20 条 企業会に顧問及び協賛会員を置く。 

 

（顧問） 
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第 21条 顧問は、会長が委嘱する。 

２ 顧問は、企業会の活動に対して総括的な指導、助言を行う。 

 

（協賛会員） 

第 22 条 協賛会員は、企業会の目的に賛同する学官及び県外の産などそれぞれの法人、団体又は個

人とする。 

２ 協賛会員は、企業会の活動に参加し、会員の技術力の向上や販路開拓等の活動に対して指導・

助言をすることができる。 

 

第７章 秘密保持 

 

（秘密保持） 

第 23 条 会員、協賛会員は、企業会の活動において知り得た企業秘密に係る情報を相互に尊重しな

ければならない。 

 

第８章 経費及び会計 

 

（収入） 

第 24 条 企業会の経費は、次に掲げる収入をもって充てる。 

 一 会費 

 二 負担金 

 三 補助金 

 四 その他の収入 

 

（経費の管理） 

第 25 条 企業会の経費は会長が管理する。 

 

 

（会計年度） 

第 26 条 企業会の会計年度は、毎年４月１日に始まり、翌年３月３１日に終わる。 

 

（暫定事業計画及び予算） 

第 26 条の２ 第 15 条の規定により、当該年度の事業計画及び収支予算について、総会の議決を得

るまでの間は、企画運営委員会の議決により暫定事業計画及び予算を定めることができる。 

２ 前項の暫定事業計画及び予算は、当該年度の事業計画及び収支予算が成立したときは、その効

力を失うものとし、その暫定予算に基づく支出は、当該年度の収支予算に基づく支出とみなす。 

 

第９章 事務局 

 

（事務局） 

第 27 条 企業会の事務局は、大分県商工観光労働部産業 GX推進室内に置く。 

２ 事務局には、事務局長及び所要の職員を置く。 

 

（職務） 

-20-



 
 

第 28条 事務局長は、会長の命を受け、事務を処理する。 

２ 職員は、上司の指揮を受け、事務を処理する。 

３ 事務の実施に関し必要な事項は、会長が別に定める。 

 

第１０章 補 則 

 

（委任） 

第 29 条 この規約に定めるもののほか、企業会の運営に関し必要な事項は、会長が別に定める。 

 

 附 則 

 この規約は、平成２４年６月２日から施行する。 

 

 附 則 

（施行期日） 

この規約は、平成２７年４月２１日から施行する。 

（現会員の取り扱い） 

施行時点における会員は、第９条の規定に基づく手続は要せず、会員として継続する。 

 

 附 則 

（施行期日） 

この規約は、平成３０年５月２１日から施行する。 

 

 附 則 

（施行期日） 

この規約は、令和元年５月２３日から施行する。 

 

附 則 

（施行期日） 

この規約は、令和７年７月２日から施行する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

-21-



 
 

第１号様式 

大分県エネルギー産業企業会入会申込書 
 

 

大分県エネルギー産業企業会 

      会長 髙橋 祐二  殿 

 
令和  年  月  日 

 

 

 

大分県エネルギー産業企業会への入会を申し込みます。 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

種 別   会 員 ・ 協賛会員     （いずれかに○をつける） 

住 所 〒 

法人・団体・個人名  

代表者職・氏名  

担当者部署・職・氏名  

ＴＥＬ  

ＦＡＸ  

E-mail  

【お申込み・お問合せ先】 

大分県商工観光労働部産業 GX推進室 産業 GX 推進班 

ＦＡＸ  097-506-1753      TEL   097-506-3263（直通）    

E-mail      a14340@pref.oita.lg.jp 
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第２号様式 

大分県エネルギー産業企業会退会届 
 

 

大分県エネルギー産業企業会 

      会長 髙橋 祐二  殿 

 
令和  年  月  日 

 

 

 

大分県エネルギー産業企業会を退会します。 

 

 

 

 
 

 

別会費については、承認年度の会費から納入しなければならない。 

種 別   会 員 ・ 協賛会員     （いずれかに○をつける） 

住 所 〒 

法人・団体・個人名  

代表者職・氏名  

担当者部署・職・氏名  

ＴＥＬ  

ＦＡＸ  

E-mail  

【お申込み・お問合せ先】 

大分県商工観光労働部産業 GX推進室 産業 GX 推進班  

ＦＡＸ  097-506-1753      TEL   097-506-3263（直通）    

E-mail      a14340@pref.oita.lg.jp 
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